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○
改
正
議
案
等（
一
部
抜
粋
）

【
議
案
第
84
号
】む
つ
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

・
督
促
手
数
料
１
０
０
円
↓
２
０
０
円

【
議
案
第
85
号
】む
つ
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

・
印
鑑
登
録
証
明
書
交
付
手
数
料

３
０
０
円
↓
３
５
０
円

・
住
民
票
又
は
除
か
れ
た
住
民
票
の
写
し
交
付
手
数
料

３
０
０
円
↓
３
５
０
円

・
納
税
に
関
す
る
証
明
書
交
付
手
数
料

３
０
０
円
↓
３
５
０
円 

ほ
か

【
議
案
第
87
号
】む
つ
市
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

・
中
央
公
民
館
講
堂
使
用
料
（
入
場
料
を
徴
収
し

な
い
と
き
・
土
曜
日
お
よ
び
休
日
の
午
前
９
時

か
ら
正
午
ま
で
）７
９
２
０
円
↓
８
７
１
０
円

・
中
央
公
民
館
高
齢
者
研
修
室
使
用
料
（
午
前
９
時

か
ら
正
午
ま
で
）７
２
０
円
↓
７
９
０
円 

ほ
か

【
議
案
第
91
号
】む
つ
市
釜
臥
山
ス
キ
ー
場
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
ス
キ
ー
リ
フ
ト
使
用
料
（
１
回
券
・
大
人
・
シ

ル
バ
ー
）２
０
０
円
↓
２
３
０
円 

ほ
か

【
議
案
第
95
号
】む
つ
市
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
使
用
料（
個
人
使
用
１
人
２

時
間
に
つ
き
・
一
般
）３
０
０
円
↓
３
４
０
円

・
レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
使
用
料
（
共
用
使
用
１
人
２
時

間
に
つ
き
・
一
般
）３
０
０
円
↓
３
４
０
円 

ほ
か

【
議
案
第
99
号
】む
つ
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
集
会
室
使
用
料（
１
時
間
に
つ
き
）

５
１
０
円
↓
５
７
０
円

・
調
理
室
使
用
料（
１
時
間
に
つ
き
）

３
０
０
円
↓
３
４
０
円 

ほ
か

【
議
案
第
１
０
６
号
】む
つ
市
都
市
公
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

・
む
つ
運
動
公
園
野
球
場
（
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー

ツ
に
使
用
す
る
場
合
・
大
会
貸
切
１
日
に
つ

き
）７
５
０
０
円
↓
８
２
６
０
円 

ほ
か

【
議
案
第
１
１
３
号
】む
つ
市
墓
地
公
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

・
埋
葬
場
所
使
用
料
（
一
般
墓
地
・
イ
種
４
・
０
平
方

メ
ー
ト
ル
）13
万
円
↓
14
万
３
０
０
０
円 

ほ
か

【
議
案
第
１
２
５
号
】む
つ
市
産
業
会
館
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

・
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
Ａ
使
用
料
（
営
利
を
目
的
と

し
な
い
場
合
・
１
時
間
に
つ
き
）１
５
４
０
円

↓
１
７
０
０
円 

ほ
か

【
議
案
第
１
２
６
号
】む
つ
市
観
光
物
産
館
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
会
議
室
使
用
料（
営
利
を
目
的
と
し
な
い
場
合
・

１
時
間
に
つ
き
）７
２
０
円
↓
７
９
０
円 

ほ
か

【
議
案
第
１
３
０
号
】む
つ
市
奥
薬
研
修
景
公
園
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
夫
婦
か
っ
ぱ
の
湯
使
用
料（
大
人
・
15
歳
以
上
）

２
０
０
円
↓
２
３
０
円 

ほ
か

【
議
案
第
１
３
２
号
】む
つ
市
ふ
れ
あ
い
温
泉
川
内

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
温
泉
施
設
使
用
料
（
大
人
）３
６
０
円
〈
回
数
券

12
枚
綴
り
３
６
０
０
円
〉↓
３
８
０
円
〈
回
数

券
12
枚
綴
り
３
８
０
０
円
〉 

ほ
か

【
議
案
第
１
３
７
号
】む
つ
市
観
光
遊
覧
船
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
夢
の
平
成
号
運
賃
（
脇
野
沢
港
〜
仏
ヶ
浦
港
・

大
人
）　

２
０
５
０
円
↓
２
２
６
０
円 

ほ
か

【
議
案
第
83
号
】む
つ
市
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す

る
条
例

　
　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

の
規
定
に
基
づ
き
、
行
政
手
続
に
お
け
る
利

便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
全
国
的
な
取
組

と
し
て
、
乳
幼
児
等
医
療
費
、
ひ
と
り
親
家

庭
等
医
療
費
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の

給
付
お
よ
び
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対

す
る
生
活
保
護
の
措
置
に
つ
い
て
必
要
な
限

度
に
お
い
て
個
人
情
報
の
取
扱
い
を
可
能
と

す
る
も
の

【
議
案
第
１
４
６
号
】工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更

契
約
に
つ
い
て

　
　

脇
野
沢
赤
坂
地
区
不
法
投
棄
廃
棄
物
撤
去
工

事
に
係
る
工
事
内
容
の
一
部
に
変
更
が
生
じ
た

こ
と
に
伴
い
、
当
該
工
事
請
負
契
約
に
係
る
一

部
変
更
契
約
を
締
結
す
る
た
め
の
も
の

【
議
案
第
１
５
６
号
】平
成
27
年
度
む
つ
市
一
般
会

計
補
正
予
算

　
　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
配
置
替
え
等

に
伴
う
人
件
費
の
増
減
調
整
の
ほ
か
、
下
北

ま
る
ご
と
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
推
進
事
業
に
要

す
る
経
費
、
財
政
調
整
基
金
積
立
金
、
法
人

立
保
育
園
運
営
費
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
繰
出
金
お
よ
び
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
用
助
成
金
等
を
増
額
す
る
一
方
、

地
域
振
興
基
金
積
立
金
お
よ
び
関
根
地
区
漁

村
再
生
交
付
金
事
業
費
等
を
減
額
し
た
も
の

　
　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
地
方
交
付
税
に
は
交

付
額
の
確
定
に
伴
い
普
通
交
付
税
を
、
分
担

金
お
よ
び
負
担
金
に
は
保
育
所
児
童
保
護
者

負
担
金
の
収
入
見
込
額
を
、
国
・
県
支
出
金

に
は
歳
出
と
の
関
連
に
お
い
て
補
助
見
込
額

を
、
市
債
に
は
事
業
と
の
関
連
に
お
い
て
借

入
見
込
額
を
計
上
し
た
も
の

・
補
正
額（
増
額
補
正
）５
億
３
３
８
３
万
８
千
円

むつ市議会だより
－第226回定例会－  平成 27年 11月 27日～ 12月22日

　　平成 27年 10月の市議会議員改選後初めての定例会となる、むつ市議会第 226回定例会が、去る11月 27日か
ら12月22日までの26日間の会期で開かれました。
　今定例会では78議案・１報告が上程され、審議の結果、１議案については否決されましたが、その他 77議案、１
報告については、それぞれ可決・同意･報告されました。
　「むつ市議会だより」では、定例会におけるそれぞれの議案の審議内容、議決の結果、一般質問の要旨、各常任委員
会の活動等について、ご紹介いたします。

編集 むつ市議会広報広聴委員会
発行 むつ市議会
青森県むつ市中央一丁目８番１号
　　　　　　　　　　22-1111

議会だより
２０１６．２

  

主
な
議
案
の
説
明

使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
に
伴
い
59
議
案
を
上
程

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
多
様
化
し
つ
つ
あ
る
新
た
な
行
政
需
要
に
対
応
で
き
る
財
政
基
盤
を
確
立
す

る
と
と
も
に
、
使
用
料
等
に
係
る
受
益
の
負
担
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
（
議

案
第
84
号
〜
議
案
第
１
４
２
号 

※
各
条
例
の
施
行
期
日
は
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
）
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賛否の分かれた案件

議

決

結

果

賛否

改革改新 公明・政友会 自民クラブ 市誠クラブ 創世むつ 会派に属しない議員

　　　　　　　　　　会派名
　　　　　　　　　　議員氏名

　議案名

斉
　
藤
　
孝
　
昭

冨
　
岡
　
幸
　
夫

村
　
中
　
徹
　
也

菊
　
池
　
光
　
弘

岡
　
崎
　
健
　
吾

鎌
　
田
　
ち
よ
子

白
　
井
　
二
　
郎

中
　
村
　
正
　
志

野
　
呂
　
泰
　
喜

濵
　
田
　
栄
　
子

佐
々
木
　
　
　
肇

浅
　
利
　
竹
二
郎

石
　
田
　
勝
　
弘

菊
　
池
　
広
　
志

東
　
　
　
健
　
而

佐
　
賀
　
英
　
生

大
　
瀧
　
次
　
男

半
　
田
　
義
　
秋

富
　
岡
　
　
　
修

原
　
田
　
敏
　
匡

山
　
本
　
留
　
義

佐
々
木
　
隆
　
徳

工
　
藤
　
祥
　
子

横
　
垣
　
成
　
年

目
　
時
　
睦
　
男

川
　
下
　
八
十
美

◆第 83 号  むつ市個人番号の利用に関する条例 原案
可決 21：4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○

◆第 84 号  むつ市税条例の一部を改正する条例
◆第 85 号  むつ市手数料条例の一部を改正する条例
◆第 86 号  むつ市みどりのさきもり館条例の一部を改正
する条例

◆第 87 号  むつ市公民館条例の一部を改正する条例
◆第 89 号  むつ市海と森ふれあい体験館条例の一部を改
正する条例

◆第90号  むつ市下北自然の家条例の一部を改正する条例
◆第 91 号  むつ市釜臥山スキー場条例の一部を改正する条例
◆第 92号  むつ市兎沢スキー場条例の一部を改正する条例
◆第 93 号  むつ市かまふせビレッジ条例の一部を改正する条例
◆第 94 号  むつ市体育館条例の一部を改正する条例
◆第 95 号  むつ市ウェルネスパーク条例の一部を改正する条例
◆第 97 号  むつ市ふれあいスポーツパーク条例の一部を
改正する条例

◆第 99 号  むつ市コミュニティセンター条例の一部を改
正する条例

◆第 101 号  むつ市脇野沢地区コミュニティセンター条
例の一部を改正する条例

◆第 102 号  むつ市介護保険条例の一部を改正する条例

原案
可決 22：3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○

◆第 103 号  むつ市児童館条例の一部を改正する条例 原案
可決 21：4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○

◆第 105 号  むつ市老人福祉センター条例の一部を改正する条例
◆第 106 号  むつ市都市公園条例の一部を改正する条例
◆第 108 号  むつ市イベント広場条例の一部を改正する条例
◆第 109 号  むつ市早掛レイクサイドヒルキャンプ場条
例の一部を改正する条例

◆第 110 号  むつ市後期高齢者医療に関する条例の一部
を改正する条例

◆第 111 号  むつ市廃棄物の処理及び清掃に関する条例
の一部を改正する条例

◆第 112 号  むつ市斎場条例の一部を改正する条例
◆第 113 号  むつ市墓地公園条例の一部を改正する条例
◆第 114 号  むつ市野菜集荷貯蔵施設条例の一部を改正する条例
◆第 116 号  むつ市営牧野設置条例の一部を改正する条例
◆第 117 号  むつ市営脇野沢家畜管理施設条例の一部を
改正する条例

原案
可決 22：3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○

◆第 120 号  むつ市地域特産品生産施設条例の一部を改
正する条例

◆第 121 号  むつ市宮後ふれあい牧場条例の一部を改正する条例
◆第 122 号  むつ市地方卸売市場大畑町魚市場条例の一
部を改正する条例

原案
可決 21：3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○

◆第 123 号  むつ市脇野沢海づり公園条例の一部を改正する条例
◆第 125 号  むつ市産業会館条例の一部を改正する条例
◆第 126 号  むつ市観光物産館条例の一部を改正する条例
◆第 127 号  むつ市観光交流センター条例の一部を改正する条例
◆第 128 号  むつ市脇野沢温泉条例の一部を改正する条例
◆第 129 号  むつ市脇野沢野営場条例の一部を改正する条例
◆第 130 号 むつ市奥薬研修景公園条例の一部を改正する条例

原案
可決 22：3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○

◆第 131 号 むつ市温泉事業条例の一部を改正する条例 原案
可決 21：3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○

◆第 132 号 むつ市ふれあい温泉川内条例の一部を改正
する条例

原案
可決 19：5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ● 欠 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○

◆第 133 号 むつ市陶芸品生産施設条例の一部を改正す
る条例

原案
可決 21：3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○

◆第 134 号 むつ市湯野川温泉濃々園条例の一部を改正
する条例

原案
可決 19：5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ● 欠 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○

◆第 135 号 むつ市脇野沢流通センター条例の一部を改
正する条例

◆第 136 号 むつ市脇野沢リフレッシュセンター条例の
一部を改正する条例

◆第137号  むつ市観光遊覧船条例の一部を改正する条例
◆第138号  むつ市下水道条例の一部を改正する条例
◆第139号 むつ市漁業集落排水処理施設条例の一部を改
正する条例

◆第140号 むつ市都市計画下水道事業受益者負担金条例
の一部を改正する条例

原案
可決 21：3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○

【
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
に
伴
う
議
案
に
つ

い
て
の
質
疑
】

（
議
案
第
84
号
〜
議
案
第
１
４
２
号
の
59
議
案
に

対
す
る
総
括
的
質
疑
）

○
質
疑　

公
共
料
金
の
決
定
は
ど
う
あ
る
べ
き

で
、
市
で
は
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
決
定
し

て
き
た
の
か
。

○
答
弁　

市
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に

は
お
金
が
か
か
る
が
、
そ
れ
を
公
費
負
担
に

す
る
と
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
い
人
の
税
金

も
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
不
公
平
が
生
じ
な

い
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。
こ
の
た
め
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
利

益
を
受
け
る
特
定
の
受
益
者
に
、
利
益
に
見

合
っ
た
負
担
を
求
め
る
こ
と
で
、
利
益
を
受

け
な
い
人
と
の
公
平
性
を
図
る
こ
と
が
必
要

で
、
そ
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス

の
性
質
や
類
似
施
設
間
の
バ
ラ
ン
ス
、
施
設

の
実
情
、
維
持
管
理
コ
ス
ト
等
を
考
慮
し
て

算
定
し
て
い
る
。

○
質
疑　

使
用
料
に
関
し
て
、
ほ
と
ん
ど
が
一

律
10
％
の
値
上
げ
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

理
由
は
。

○
答
弁　

今
回
は
全
て
の
使
用
料
・
手
数
料
を

対
象
と
し
全
面
的
な
見
直
し
を
図
り
、
受
益

者
負
担
の
適
正
化
と
自
主
財
源
の
確
保
を
図

る
こ
と
を
前
提
に
、
県
内
各
市
の
み
な
ら
ず

全
国
の
自
治
体
の
状
況
を
把
握
し
た
上
、
市

民
の
み
な
さ
ま
へ
の
過
度
の
負
担
と
な
ら
な

い
よ
う
協
議
・
検
討
を
重
ね
10
％
程
度
の
引

き
上
げ
水
準
が
妥
当
と
判
断
し
た
。

○
質
疑　

多
様
化
し
つ
つ
あ
る
新
た
な
行
政
需

要
に
対
応
で
き
る
財
政
基
盤
を
確
立
す
る
た

め
と
の
提
案
理
由
の
数
字
的
根
拠
は
。

○
答
弁　

む
つ
市
財
政
中
期
見
通
し
で
示
し
て

い
る
よ
う
に
、
何
の
財
源
対
策
も
講
じ
な
い

場
合
平
成
32
年
度
決
算
に
お
い
て
累
積
赤
字

が
20
・
７
億
円
に
達
す
る
見
込
み
と
い
う
の

が
数
字
的
根
拠
で
あ
る
。
今
回
提
案
し
た
使

用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
を
着
実
に
進
め
て

い
く
こ
と
が
財
政
基
盤
の
確
立
に
つ
な
が
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

（
議
案
第
88
号 

む
つ
市
脇
野
沢
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
ほ
か
９
議
案

に
つ
い
て
）

○
質
疑　

料
金
改
定
に
よ
る
増
収
額
が
０
円
で

提
案
理
由
と
一
致
し
て
い
な
い
。
意
味
の
な

い
提
案
で
は
。

○
答
弁　

提
案
理
由
で
は
「
行
政
需
要
に
対
応
で

き
る
財
政
基
盤
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
手

数
料
に
か
か
る
受
益
の
負
担
の
適
性
化
を
図

る
」と
し
て
お
り
、
受
益
の
負
担
の
公
平
性
も

見
直
し
の
理
由
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
内
容

と
し
て
は
合
致
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
財
政
基
盤
の
確
立
と
い
う
観
点
か

ら
見
て
も
、
こ
れ
ま
で
実
績
が
な
く
て
も
、

今
後
使
用
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
提
案
理
由
と
内
容
は
一
致
し

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

【
議
案
第
１
０
３
号
】む
つ
市
児
童
館
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
質
疑　

な
か
よ
し
会
の
利
用
料
金
と
の
整
合

性
は
。

○
答
弁　

当
市
の
な
か
よ
し
会
は
、
む
つ
市
放

課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
実
施
要
綱
で
利
用

料
を
無
料
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会

で
会
則
を
定
め
、
入
会
金
３
０
０
０
円
の
ほ

か
、
活
動
に
係
る
経
費
や
お
や
つ
代
等
と
し

て
月
２
０
０
０
円
の
会
費
を
徴
収
し
て
い
る
。

　
　

一
方
、
児
童
館
の
活
動
経
費
や
お
や
つ
代

等
は
市
の
予
算
で
賄
わ
れ
、
受
益
者
負
担
の

公
平
性
か
ら
、
な
か
よ
し
会
同
様
の
負
担
に

つ
い
て
検
討
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
月
５
０
０

円
の
使
用
料
で
あ
り
、
急
激
な
負
担
増
を
避

け
る
た
め
月
１
０
０
０
円
と
し
た
も
の
で
あ

る
。

【
議
案
第
１
０
６
号
】む
つ
市
都
市
公
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
質
疑　

使
用
料
の
値
上
げ
に
よ
り
指
定
管
理
団

体
の
収
入
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

○
答
弁　

本
条
例
で
規
定
し
て
い
る
む
つ
運
動
公

園
お
よ
び
大
畑
中
央
公
園
と
も
、
利
用
に
係
る

料
金
を
指
定
管
理
者
の
自
ら
の
収
入
と
す
る
利

用
料
金
制
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
条
例
改
正
に

併
せ
利
用
料
の
引
き
上
げ
を
行
な
っ
た
場
合
、

指
定
管
理
者
の
利
用
料
金
収
入
は
増
え
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
併
せ
て
、
今
般
の
使
用
料
改

定
に
伴
い
、
指
定
管
理
料
を
積
算
し
直
す
こ
と

に
し
て
い
る
の
で
、
指
定
管
理
料
は
減
額
さ
れ

る
も
の
と
想
定
し
て
い
る
。

【
議
案
第
83
号
】む
つ
市
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す

る
条
例

○
質
疑　

多
岐
に
わ
た
る
事
務
事
業
で
個
人
番

号
を
取
り
扱
う
こ
と
に
な
る
が
、
実
際
に
取

り
扱
う
こ
と
に
な
る
職
員
の
割
合
は
。

○
答
弁　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
で
個
人
番

号
を
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
事
務
は
、
福

祉
や
年
金
な
ど
の
社
会
保
障
分
野
、
税
分
野
、

災
害
対
策
分
野
と
な
っ
て
い
る
。
本
条
例
で

は
４
つ
の
事
務
で
個
人
番
号
を
取
り
扱
う
こ

と
と
し
て
お
り
、
専
用
の
端
末
に
よ
り
個
人

番
号
の
確
認
が
で
き
る
職
員
は
48
人
、
全
職

員
の
う
ち
９
・
２
％
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

窓
口
等
で
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
や
各
種

申
請
事
務
を
行
う
職
員
は
１
３
２
人
で
全
体

の
25
・
２
％
を
予
定
し
て
い
る
。

【
議
案
第
１
５
６
号
】平
成
27
年
度
む
つ
市
一
般
会

計
補
正
予
算

○
質
疑　

法
人
立
保
育
園
運
営
費
お
よ
び
幼
稚

園
・
認
定
こ
ど
も
園
施
設
型
給
付
費
を
増
額

す
る
理
由
は
。

○
答
弁　

保
育
園
運
営
費
は
市
内
14
か
所
の
保

育
園
に
支
給
し
て
い
る
が
、
今
回
の
補
正
の

主
な
要
因
は
平
成
27
年
４
月
か
ら
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
制
度
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

当
初
予
算
に
お
い
て
は
国
が
示
し
た
仮
の
公

定
価
格
で
運
営
費
を
積
算
し
て
い
た
。
し
か

し
、
平
成
26
年
度
末
で
国
が
示
し
た
公
定
価

格
が
約
10
％
増
額
さ
れ
た
高
い
水
準
だ
っ
た

た
め
、
そ
の
差
額
分
を
増
額
補
正
す
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
等
の
５
園

に
つ
い
て
も
同
様
に
、
国
の
公
定
価
格
が
最

終
的
に
約
10
％
の
増
額
と
な
っ
た
こ
と
と
、

給
付
費
の
一
部
と
な
る
利
用
者
負
担
額
が
見

込
み
よ
り
も
下
回
っ
た
た
め
、
そ
の
差
額
分

に
つ
い
て
増
額
補
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
議
案
第
１
５
７
号
】平
成
27
年
度
む
つ
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

○
質
疑　

一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費
減
額
の

理
由
は
。

○
答
弁　

今
年
度
の
医
療
費
の
実
績
額
が
、
昨

年
度
同
期
に
比
較
し
減
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
減
額
し
た
も
の
。

○
質
疑　

健
診
率
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
切

り
替
え
の
現
状
は
。

○
答
弁　

特
定
健
診
受
診
率
は
本
年
８
月
時
点

で
17
・
12
％
で
昨
年
度
同
時
期
を
１
・
68
ポ

イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
る
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
数
量
ベ
ー
ス
で
の
割
合
は
、
本
年
10

月
時
点
で
58
・
１
％
で
昨
年
度
同
時
期
を
５
・

９
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
る
。

  

討
論（
反
対
討
論
）

　
　

議
案
第
83
号　

む
つ
市
個
人
番
号
の
利
用

に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
の
１
議
案
の
ほ
か
、

使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
に
伴
う
59
議
案

の
う
ち
、
料
金
改
定
に
よ
る
増
収
見
込
額
が

０
円
で
あ
る
10
議
案
を
除
く
49
議
案
の
合
計

50
議
案
に
対
し
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

議案質疑・討論等議案賛否一覧 議案に対し、通告のあった質疑とその答弁および討論等についてご紹介します。今定例会で審議された議案の議決結果・賛否の一覧をご紹介します。

次ページへつづく

議会だより
２０１６．２

議会だより
２０１６．２

※○は賛成、●は反対、「欠」は欠席または採決の際に不在の者、「退」は退席、「除」は除斥（地方自治法第117条の規定によ
り、審議事件と一定の利害関係を有するため審議に参与することができない者）　議長（浅利竹二郎）は採決に加わらない
　（全議員 26名　採決対象議員数 25名）



( 1 4 )( 1 5 )

賛否の分かれた案件

議

決

結

果

賛否

改革改新 公明・政友会 自民クラブ 市誠クラブ 創世むつ 会派に属しない議員

　　　　　　　　　　会派名
　　　　　　　　　　議員氏名

　議案名

斉
　
藤
　
孝
　
昭

冨
　
岡
　
幸
　
夫

村
　
中
　
徹
　
也

菊
　
池
　
光
　
弘

岡
　
崎
　
健
　
吾

鎌
　
田
　
ち
よ
子

白
　
井
　
二
　
郎

中
　
村
　
正
　
志

野
　
呂
　
泰
　
喜

濵
　
田
　
栄
　
子

佐
々
木
　
　
　
肇

浅
　
利
　
竹
二
郎

石
　
田
　
勝
　
弘

菊
　
池
　
広
　
志

東
　
　
　
健
　
而

佐
　
賀
　
英
　
生

大
　
瀧
　
次
　
男

半
　
田
　
義
　
秋

富
　
岡
　
　
　
修

原
　
田
　
敏
　
匡

山
　
本
　
留
　
義

佐
々
木
　
隆
　
徳

工
　
藤
　
祥
　
子

横
　
垣
　
成
　
年

目
　
時
　
睦
　
男

川
　
下
　
八
十
美

◆第141号 むつ市下水道事業等受益者分担金条例の一
部を改正する条例

原案
可決 20：4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ● ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○

◆第142号 むつ市水道事業給水条例の一部を改正する
条例

原案
可決 21：3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○

◆第151号 むつ市監査委員に選任する者につき同意を
求めることについて

不同
意 9：13

無記名投票
【欠席：村中徹也、採決時不在：冨岡幸夫、除斥：佐々木肇、議長（浅利竹二郎）は採決に加わらない】

●質問　今の厳しい財政状況の
根本的原因は何と考えるか。

●答弁　当市は下北半島地域における中核
都市として多くの役割を担っており、県
内主要都市から遠隔に位置することなど
から、さまざまな行政サービスについて
当地域内で完結できる水準を保つため、
多額の支出を余儀なくされている。

●質問　市契約締結案件の市内・市外業者
の比率について。

●答弁　市内業者の契約比率（金額）は、工事請
負契約 98％、業務委託契約 45.7％、賃貸借契
約 22.1％、物品購入契約 81.2％となっている。

●質問　むつ市財政中期見通しにある行政
サービス有料化の予定は。

●答弁　陸上競技場等は有料化、その他は
今後の財政状況を見ながら検討していく。

※上記のほか「むつ市まち・ひと・しごと創
生総合戦略について」の質問がありました。

●質問　女性が輝く社会
づくりについて。

●答弁　市の女性管理職比率は、平成
26 年４月現在 14.2％で県内 10 市の中
で３番目に高い。今後も女性の参画拡
大を推進し、平成 34 年度までに 15％
に引き上げる。

●質問　市民の健康づくりについて。
●答弁　むつぼし健康マイレージの活用
状況として、11 月 30 日現在チャレンジ
シートの配布数 7,021 セットでマイレー
ジ達成者は 352 名。うち 65 歳以上の方
は 173 名で 50％、75 歳以上の方は 32 名
で最高齢は 85 歳である。達成された方
からの感想として「目標があって毎日に
ハリがあった」。健康で長寿なまち実現
に「むりなく・つづけて・しゅうかんに」。

※上記のほか「子どもたちへの支援につ
いて」の質問がありました。

●質問　子どもの医療費無
料化制度を中学生の通院
まで拡充すべき。地方創生の子育て支援
事業として実現すべき。

●答弁　厳しい財政の中では難しいが、今
後とも検討していきたい。

●質問　今年度から国の支援金がある。国
保税の値上げ計画はやめるべき。

●答弁　健全化計画の指針どおり平成 25
年度までの累積赤字分については一般会
計より繰り入れする。26 年度から 28 年
度まで新たに発生すると見込まれる赤字
分は保険税の改定で臨みたい。

●質問　脇野沢・川内地区の住民が朝２番
目のバスで行くとむつ総合病院の受付に
間に合わない、ダイヤ改善すべき。

●答弁　今までの経緯があり容易ではな
い。要望はするが、最終的にはＪＲの判
断となる。

原田 敏匡 議員鎌田 ちよ子 議員工藤 祥子 議員

●質問　高校生父母からの
通学貸切バス料金値上げ
に対する補助金支給要請を受け、負担軽
減について今後どう対応するつもりか。

●答弁　９月 10 日の要請を重く受け止
め、地域性を考慮した対策と教育関係
の利用への配慮を国に再三要請を行
なった結果、関係省庁間で議論を進め
たいとの回答を得ており、料金が下が
るよう今後も粘り強く要望していく。

●質問　国の検討結果の見通しと、その
間、市はどのような対策を講じるつも
りか。

●答弁　来年度までの検討結果を期待し、
そのことによって早急に結果を出して
いきたいと考えている。

※上記のほか「マイナンバー制度につい
て」、「各種選挙について」の質問があ
りました。

●質問　当市が認めてい
る、ご当地居酒屋もしく
はアンテナショップはあるのか。

●答弁　公認というわけではないが、東
京都神田小川町に「ご当地酒場　青森
県むつ下北半島」という当市および下
北全域の特産品や農水物産を提供して
いる居酒屋がある。

●質問　いじめの状況と対策はどうなっ
ているか。

●答弁　市内小・中学校のいじめ認知件
数は 2011 年４月から 2015 年 11 月末
までで、小学校３件、中学校10件となっ
ている。今後も実態把握に努め万全を
尽くす。また「いじめ防止宣言フォー
ラム」を開催し、児童・生徒たちの自
主性によるいじめを防止する活動を昨
年度から行なっている。

●質問　脇野沢小学校移転
時の父兄からの要望につ
いて。移転で通学路が変わる。安全対
策や危険防止対策について。

●答弁　急な坂道対策や暗いところの防
犯灯を明るくし安全を確保したい。

●質問　付近住民へ引率の協力要請とＰＴＡとの連携は。
●答弁　学校を通じて付近の方々には見守りを
お願いすることも検討し、ＰＴＡとは連携を
密にしていきたい。中学生と一緒に通学でき
ることから、より安全に通学できると考える。

●質問　入口標識や看板について。
●答弁　来年度の始業までにアルミの看板を設置する。
●質問　小中一貫校の連携、教育指針、
将来展望について。

●答弁　生徒個々の個性を伸ばした途切れ
ることのない一貫した教育を目指したい。

※上記のほか「財政問題について」の質問
がありました。

目時 睦男 議員佐賀 英生 議員東　健而 議員

●質問　日本ジオパーク
ネットワーク申請に向け
た進捗状況は。

●答弁　今年度の「日本ジオパーク全国大
会」において、地域の活動を紹介する
ポスターセッションで高評価をいただ
いており、下北一丸となりジオパーク
を進めていく。パンフレットや案内板
は、今年度中に作成する。平成 28 年
４月上旬までに申請書を提出し、現地
審査を経て９月上旬の認定を目指す。

●質問　子育て支援について、他地域か
ら第２子以上の里帰り出産において上
の子が小学生である場合の学校対応に
ついて。

●答弁　現住所を異動させず転校生とし
て受け入れる区域外就学の制度があ
る。教育委員会が窓口となっている。

●質問　自主防災組織の結
成促進について。

●答弁　平成 27 年１月から取り組み始
めた「町内会イキイキふれあいトーキ
ング」等において、自主防災組織につ
いての重要性、活動内容を説明し結成
促進に努めている。

●質問　防災士の資格取得について、市
からの援助はできないか。

●答弁　市としては、当面、青森県自主
防災組織リーダー研修会などの参加に
よる防災リーダーの育成に努めていく。

●質問「ヘルプカード」の普及促進について。
●答弁　県の動向を見据えながら、検討
していく。

※上記のほか「高齢者の就労機会の確保
について」の質問がありました。

●質問　関根烏沢海岸につ
いて。「砂がなくなり、
海岸には石ころの山ができている。海
がどんどん近くなっている。高波の時、
斜路に沿って高波が上がってくる。防
波堤を越える波が押し寄せてくるので
はないか不安だ」という住民の声があ
る。県実施の砂浜流失対策の現状を聞
く。早急に高波防止対策をするべき。

●答弁　県の浸食対策事業は、波浪によ
る浸食、高波被害防止のため人工リー
フを設置するもの。完成した箇所は
徐々に砂浜が回復している。斜路につ
いては防波堤の高さまで閉鎖する必要
があることから、早急に対応する予定
と伺っている。

※上記のほか「財政について」、「ＴＰＰ
について」、「旧むつ市街の緑地公園に
ついて」 の質問がありました。

濵田 栄子 議員菊池 光弘 議員横垣 成年 議員

一般質問一般質問 このページでは一般質問の内容を一部要約してご紹介します。(議員が作成した原稿により掲載しています。)12 月 8日、9日、10日の 3日間で、9人の議員が一般質問を行いました。

　本会議は誰でも傍聴することができます。
　市民の代表である市議会議員と市当局との議論のやり取りを、直接見たり聞いたりすることが
できますので、傍聴は議会活動や市政の動向を知る上で最も身近な方法といえます。
　傍聴される方は、本会議当日に議会事務局にて傍聴券の交付を受けてください。 交付を受けた
方は、傍聴券に記載された日に限り傍聴することができます。傍聴を終え、退場する際には傍聴
券を返却してください。

◇ご注意ください　（むつ市議会傍聴規則より）
　傍聴時、次の事項は禁じられており、退場を命じられることがあります。　1. 飲食や喫煙　2. 会議での発言に対して、拍手その他の方法
により公然と可否を表明すること　3. みだりに席を離れたり、騒ぎたてること　4. 帽子、外とう、襟巻きの類を着用する（病気等を理由として、
議長が許可した場合を除く）　　5. 議長の許可なく写真・ビデオ撮影・録音をすること

むつ市議会を傍聴してみませんか？　～傍聴席は30席あり先着順です～

※○は賛成、●は反対、「欠」は欠席または採決の際に不在の者、「退」は退席、「除」は除斥（地方自治法第117条の規定により、審議事件と一定の利害関係
を有するため審議に参与することができない者）　議長（浅利竹二郎）は採決に加わらない　（全議員 26名　採決対象議員数 25名）

◆議案第 96 号 むつ市脇野沢総合運動場条例の一部を改正する条例
◆議案第 98 号 むつ市城ヶ沢地区集会所条例の一部を改正する条例
◆議案第 100 号 むつ市大畑地区コミュニティセンター条例の一部
を改正する条例

◆議案第 104 号 むつ市老人憩の家条例の一部を改正する条例
◆議案第 107 号 むつ市駅前広場条例の一部を改正する条例
◆議案第115号 むつ市林業研修集会施設条例の一部を改正する条例
◆議案第 118 号 むつ市脇野沢畜産流通加工施設及び農村活性化施
設条例の一部を改正する条例

◆議案第 119 号 むつ市酪農研修センター条例の一部を改正する条例
◆議案第 124 号 むつ市マリンハウス脇野沢条例の一部を改正する条例
◆議案第 143 号 むつ市税条例等の一部を改正する条例の一部を改
正する条例

◆議案第 144 号 むつ市住民基本台帳カードの利用に関する条例を
廃止する条例

◆議案第 145 号 むつ市保育所条例を廃止する条例
◆議案第 146 号 工事請負契約の一部変更契約について（脇野沢赤坂
地区不法投棄廃棄物撤去工事について、工事内容の一部を変更
し、契約金額を変更するためのもの）

◆議案第 147 号 指定管理者の指定について（むつ市営宮後牧野外４
施設の指定管理者を指定するためのもの）

◆議案第 148 号 指定管理者の指定について（川内第１牧野外１施設
の指定管理者を指定するためのもの）

◆議案第 149 号 市道路線の認定について
◆議案第 150 号 市道路線の廃止について
◆議案第 157 号 平成 27 年度むつ市国民健康保険特別会計補正予算
◆議案第 158 号 平成 27 年度むつ市下水道事業特別会計補正予算
◆議案第159号　むつ市半島振興対策実施地域に係る固定資産税の
特別措置に関する条例の一部を改正する条例→

全会一致で原案可決となった案件：11月27日採決
　【採決時不在 １： 冨岡幸夫】

◆議案第 82号　むつ市副市長に選任するものにつき同意を求めるこ
とについて

全会一致で原案可決・承認となった案件および報告のみの案件：12
月15日採決　【欠席１：村中徹也、採決時不在 ２： 富岡修（議案第
156号）、冨岡幸夫（議案第152号～ 156号）】

◆議案第 152 号 むつ市教育委員会の委員に任命する者につき同意
を求めることについて

◆議案第 153 号 むつ市固定資産評価審査委員会の委員に選任する
者につき同意を求めることについて

◆議案第 154 号 むつ市固定資産評価審査委員会の委員に選任する
者につき同意を求めることについて

◆議案第 155 号 人権擁護委員の候補者に推薦する者につき意見を
求めることについて

◆議案第 156 号 平成 27 年度むつ市一般会計補正予算
◆報告第 36 号 専決処分した事項の報告について（和解及び損害賠
償の額を定めることについて）

全会一致で原案可決となった案件：12月 22日採決　【除斥１：鎌田
ちよ子（議案第148号）、採決時不在 ３： 鎌田ちよ子（議案第146号・
第147号）、佐賀英生（議案第118号・第119号）、半田義秋（議案第
143号～ 150号・第157号～ 159号）】

◆議案第 88 号 むつ市脇野沢地域交流センター条例の一部を改正す
る条例

議会だより
２０１６．２

議会だより
２０１６．２
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務
教
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】

○
12
月
15
日
付
託
議
案
審
査

　

総
務
教
育
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
13
議
案

に
つ
い
て
関
係
部
長
等
の
出
席
を
求
め
審
査
を
行

い
、
議
案
第
83
号
、
84
号
、
87
号
、
89
号
、
90
号
、

99
号
お
よ
び
１
０
１
号
の
７
議
案
に
つ
い
て
は
反

対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
で
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、
ほ
か
６
議

案
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

（
委
員
会
審
査
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
）

 

・
議
案
第
83
号　

む
つ
市
個
人
番
号
の
利
用
に

関
す
る
条
例

Ｑ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
議
案
の
提
案
は
本

条
例
で
終
わ
り
な
の
か
。

Ａ
本
条
例
の
提
案
で
ほ
ぼ
終
わ
り
に
な
る
。

Ｑ
本
条
例
に
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
を
使
用
し
て
他
の
個
人
番
号
利
用
事
務
実

施
者
か
ら
特
定
個
人
情
報
の
提
供
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
と
あ
る
が
、
個
人
番
号
利
用

事
務
実
施
者
と
は
ど
う
い
う
機
関
な
の
か
。

Ａ
法
律
で
定
め
る
事
務
お
よ
び
本
条
例
で
定
め

る
事
務
を
取
り
扱
う
国
、
県
お
よ
び
市
町
村

等
の
行
政
機
関
で
の
情
報
交
換
に
な
る
。

 

・
議
案
第
88
号　

む
つ
市
脇
野
沢
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

Ｑ
社
会
教
育
等
の
利
用
に
つ
い
て
は
使
用
料
が

免
除
と
な
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な

場
合
に
使
用
料
を
徴
収
す
る
の
か
。

Ａ
一
般
企
業
へ
の
貸
し
出
し
、
営
利
目
的
の
イ

ベ
ン
ト
等
が
行
わ
れ
た
場
合
は
使
用
料
を
徴

収
す
る
。

【
そ
の
他
の
活
動
】

○
所
管
事
務
調
査

 

・
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
の
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て

【
産
業
建
設
常
任
委
員
会
】

○
12
月
15
日
付
託
議
案
審
査

　

産
業
建
設
常
任
委
員
に
付
託
さ
れ
た
38
議
案

に
つ
い
て
関
係
部
長
等
の
出
席
を
求
め
審
査
を
行

い
、
38
議
案
全
て
に
つ
い
て
全
会
一
致
で
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

（
委
員
会
審
査
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
）

 

・
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
に
伴
う
議
案
の
う
ち

指
定
管
理
者
を
指
定
し
て
い
る
議
案
に
つ
い
て

Ｑ
施
設
の
使
用
料
・
手
数
料
の
値
上
げ
は
指
定
管

理
者
の
判
断
に
任
せ
る
の
か
、
ま
た
、
新
年
度

か
ら
値
上
げ
分
を
差
し
引
い
て
指
定
管
理
料
を

支
払
う
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
か
。

Ａ
条
例
等
で
料
金
を
引
き
上
げ
た
と
し
て
も
そ
の

執
行
に
関
し
て
は
指
定
管
理
者
の
判
断
に
よ
る

も
の
で
あ
る
が
、
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
は
原

則
と
し
て
年
度
協
定
の
協
議
に
お
い
て
料
金
引

き
上
げ
に
よ
る
増
額
分
を
算
出
し
、
指
定
管
理

料
か
ら
増
額
分
を
差
し
引
く
こ
と
に
な
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
使
用
料
・
手
数
料
の
値
上
げ
に
つ
い
て
各
指
定

管
理
者
と
協
議
は
あ
っ
た
の
か
。

Ａ
今
後
各
指
定
管
理
者
と
の
協
議
を
進
め
料
金
等

に
つ
い
て
調
整
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

 

・
議
案
第
１
２
８
号　

む
つ
市
脇
野
沢
温
泉
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

Ｑ
ボ
イ
ラ
ー
の
故
障
に
よ
り
本
年
９
月
か
ら
休
業

し
て
い
る
が
再
開
の
見
通
し
は
あ
る
の
か
。

Ａ
脇
野
沢
地
区
の
住
民
の
利
用
が
多
く
早
急
に
対

応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
ボ
イ
ラ
ー
の
修

繕
に
約
６
５
０
万
円
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
今

後
脇
野
沢
地
区
に
お
け
る
全
体
的
な
公
共
施
設

の
在
り
方
を
検
討
す
る
中
で
再
開
に
向
け
協
議

し
て
い
き
た
い
。

【
民
生
福
祉
常
任
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員
会
】

○
12
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15
日
付
託
議
案
審
査

　

民
生
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
18
議
案

に
つ
い
て
関
係
部
長
等
の
出
席
を
求
め
審
査
を
行

い
、
議
案
第
92
号
か
ら
97
号
ま
で
、
第
１
０
２
号

か
ら
１
０
５
号
ま
で
、
第
１
１
０
号
、
１
１
１
号

お
よ
び
１
１
３
号
の
13
議
案
に
つ
い
て
は
反
対
討

論
が
あ
り
、
議
案
第
91
号
お
よ
び
１
１
２
号
の
２

議
案
に
つ
い
て
は
異
議
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成

多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
、
ほ
か
３
議
案
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
で
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

（
委
員
会
審
査
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
）

 

・
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
に
伴
う
議
案
の
う
ち

指
定
管
理
者
を
指
定
し
て
い
る
議
案
に
つ
い
て

Ｑ
指
定
管
理
料
と
使
用
料
・
手
数
料
の
改
定
に
伴

う
増
収
分
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

Ａ
基
本
的
に
は
改
定
に
よ
る
増
収
分
は
指
定
管
理

料
を
再
積
算
し
、
指
定
管
理
料
か
ら
減
額
す
る

方
向
で
協
議
し
て
い
く
。

 

・
議
案
第
１
１
１
号　

む
つ
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

Ｑ
手
数
料
の
改
定
幅
が
ほ
か
の
議
案
に
比
べ
て
大

き
く
な
っ
て
い
る
根
拠
に
つ
い
て
。

Ａ
本
条
例
に
規
定
す
る
許
可
等
の
手
数
料
に
つ
い

て
の
経
費
を
算
出
し
た
結
果
、
手
数
料
の
原
価

が
現
状
の
手
数
料
と
は
大
き
な
乖
離
が
あ
り
、

他
市
の
動
向
等
も
踏
ま
え
、
激
変
緩
和
の
措
置

を
講
じ
な
が
ら
金
額
を
設
定
し
て
い
る
。

【
委
員
会
か
ら
の
要
望
】

　
　

複
数
の
委
員
か
ら
、
今
回
の
改
定
は
財
政
基

盤
の
確
立
と
と
も
に
受
益
者
負
担
の
適
正
化
を

基
本
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
内
の
地
域
や

施
設
に
よ
っ
て
格
差
が
生
じ
る
こ
と
な
く
、
む

つ
市
全
体
が
平
等
・
公
正
に
進
む
よ
う
に
取
り

組
ん
で
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。

常任委員会活動報告各常任委員会での審査内容や委員会の活動についてご紹介します。

※議会だよりでお知らせした内容の詳細については、今後ホームページ等で公表される会議録をご覧ください。

　
編
集
後
記

　

議
員
改
選
後
、
最
初
の
議
会
だ
よ
り
と
な
り
ま

す
。
新
た
な
広
報
広
聴
委
員
会
の
委
員
も
決
ま
り

ま
し
た
。

　

新
人
議
員
は
議
会
に
新
た
な
風
を
吹
か
せ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
女
性
議
員
が
３
名
に
増
え
、
女
性

の
活
躍
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
議
会
に
一
歩
近
づ
き

ま
し
た
。

　

今
後
は
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き

る
議
会
と
す
る
た
め
、
議
会
改
革
を
休
む
こ
と
な

く
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
で
す
。

議
会
・
議
員
の
活
動
を
い
か
に
市
民
に
届
け
る
か
、

市
民
の
声
を
い
か
に
議
員
・
議
会
に
反
映
さ
せ
て

い
く
か
、
ど
の
よ
う
な
議
会
改
革
が
で
き
る
か
な

ど
、
課
題
は
山
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　

今
ま
で
と
同
様
、
新
た
な
広
報
広
聴
委
員
会
も
、

市
民
と
議
会
の
か
け
橋
と
な
れ
る
よ
う
今
後
と
も

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の

忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ご意見・ご感想はこちらまで

むつ市議会広報広聴委員会（議会事務局内）
〒035-8686　青森県むつ市中央一丁目８番１号
　　　　　　　　　　　　　　0175-22-1111
【広報広聴委員会　委員名簿】
◎委員長　横垣成年　○副委員長　中村正志
　目時睦男、石田勝弘、菊池光弘
　佐賀英生、斉藤孝昭、濵田栄子

【むつ市議会ホームページ】
 H http://www.city.mutsu.lg.jp
　　　　のバナーから アクセスしてください。

議会だより
２０１６．２
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